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令和 5年度第 1回大垣市多文化共生推進会議会議録 

 
 令和 5年 7月 11日（火）午前10時から、令和5年度第1回大垣市多文化共生推進会議を、

市役所4階・4-4会議室において開催した。 

 その内容は、次のとおりである。 

 

１ 議 題 

⑴  大垣市多文化共生推進指針の令和4年度事業実績・令和5年度事業計画について 

⑵ その他 

 

２ 参加者 

⑴  出席委員（9人） 

 藤井 えりの 学識経験を有する者 

 臼井 千里 多文化共生又は国際交流活動に関係する者 

髙橋 時雄 多文化共生又は国際交流活動に関係する者 

堀  和英  地域活動に関係する者 

 天池 行孝 地域活動に関係する者 

髙木 あや 地域活動に関係する者 

 尾崎 和美 市民公募による者 

 西村 ジャーニィ 市民公募による者 

山﨑 幸輝 市民公募による者 

⑵  欠席委員（2人） 

川瀬 充弘 多文化共生又は国際交流活動に関係する者 

岡本 幸  多文化共生又は国際交流活動に関係する者 

⑶  事務局（4人） 

澁谷 敏 大垣市市民活動部長 

宮内 幸三 大垣市まちづくり推進課長 

平野  暁 〃      多文化共生推進グループ主幹 

中村 由樺 〃                 主事 

 

３ 傍聴者 

5 人  
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４ 会議の概要 

⑴ 委員委嘱 

⑵ 委員自己紹介 

⑶ 委員長の選任、会議録署名者の指名 

・ 委員の互選により、委員長に藤井委員を選出 

・  藤井委員長が、髙橋委員及び髙木委員を会議録署名者に指名 

⑷ 主な内容 

発言者 内   容 

藤 井 委 員 長 ・ 議題の 1「大垣市多文化共生推進指針・令和4年度事業実績及

び 令和 5年度事業計画について」事務局から説明をお願いし

ます。 

平 野 主 幹 ※ 議題の(1)について説明 

藤 井 委 員 長 ・ 令和4年度事業実績及び令和5年度事業計画について、どの観

点からでも結構ですので、ご意見をお願いします。 

尾 崎 委 員 ・ この多文化共生施策で、コロナが5類に変わったことによって

何か影響はありますか。 

平 野 主 幹 ・ 5 類になったことによる直接的な影響は特に感じていません

が、入国が容易になったとこともあり、外国籍の方の人口が増

えていると感じています。 

髙 橋 委 員 ・ 国際交流協会ではフレンドリーシティ交流を 4 年ぶりに再開

します。8 月に中国・邯鄲市へ小中学生 7 名を派遣予定、9 月

にベルギー・ナミュール市へ中学生を8名、10月にはアメリカ

のオレゴン州ビーバートン市に高校生9名を派遣します。 

・ またフレンドリーシティからの受け入れ事業としまして、ドイ

ツ・シュツットガルトから訪問団を受け入れます。 

西 村 委 員 ・ 日本に来てから5年間、親戚もいなくてさみしかったですが、

携帯で近くの中国人を探して友達ができました。友達ができる

と、情報も入るし、言葉も上達していくので、大勢が集まる機

会があると良いと思います。例えばネットで情報を提供すると

か。集まって飲食したりすることで友達が増え、日本に住む外

国人の支援になるのではないかと思います。 

宮 内 課 長 ・事務局としても SNS を使って、主に行政情報を発信しておりま

す。横の連携ができるような仕組みが必要だという貴重なご意
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発言者 内   容 

見をいただきましたので、今後の参考とさせていただきます。 

藤 井 委 員 長 ・ 外国にルーツを持つ方が日本人とともに生き生きと日本社会

を担う一員として生活をしていくためには、行政と外国にルー

ツを持つ方との間だけでなく、様々な地域での活動をしている

市民団体や、自治組織と行政の協働による事業を増やしていく

ことが、外国人の孤立を防ぐという点では重要だと考えます。

そのあたりについて、自治体としてどのようにお考えですか。 

平 野 主 幹 ・ 昨年度からの新しい多文化共生推進指針の中でも、外国人市民

の活躍を目標の一つとして新たに設定し、外国にルーツを持つ

方も日本人と同じように活躍できる社会の形成を進めていま

す。 

・ 自治会の方々からは、外国人の方に自治会からお知らせをした

いときに言葉が通じないので協力してもらえないか、というお

話もいただいています。ポルトガル語や中国語ができる者がい

ますので、簡単な文章であればこちらで翻訳をして、意思疎通

のお手伝いをしています。 

藤 井 委 員 長 ・ 外国にルーツを持つ方に限らず、行政だけでは政策に限界があ

るということを前提として、行政がその共助をいかに幇助して

いくのかという試みが、社会サービスのあり方として重要では

ないかと考えています。 

外国にルーツを持つ方はそういったことが重要になると思い

ますので、引き続きお願いいたします。 

髙 橋 委 員 ・ 大垣国際交流協会では、日本語学習支援をしています。 

マンツーマン方式の日本語学習支援が毎週1回あり、日本語学

習支援ボランティアによる在住外国人のマンツーマン学習支

援を行っています。 

また、日本語おしゃべりルームというものも行っています。こ

れも日本語学習支援ボランティアの協力により、在住外国人の

方を対象に、気軽に日本語を話す機会を提供することを目的と

して実施をしています。 

日本語教室レベル 1・2 では、日本語の資格を持った講師が教

室を実施しています。 
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発言者 内   容 

こうした機会を利用して、交流を深めていくのも一つだと思い

ます。 

・ 十万石まつりの神輿担ぎや、和服体験も行っております。こち

らの方は協会で行っておりますので、ご利用いただければと思

います。 

臼 井 副 委 員 長 ・ 市民と外国人の人たちが色々な活動に参加して交流できるの

は、今言われたように国際交流協会のボランティアの皆さんの

力で日本語教育をやっている繋がりが一番大きいのではない

かと思います。 

・ 在住外国人の状況はその時代によって変化していて、経済の変

化に連動して地域との繋がりも変わってくると思います。 

企業との繋がりで日本語教育ができること、また子供たちにつ

いては学校教育の中で日本人の子供たちと繋がりができるこ

とで、発達の仕方がずいぶんと違うと思います。 

ハローワークでの日本語教室はとても大きな役割をしている

と思います。 

・ 人との繋がりについていえば、実際の生活で一番繋がっている

のは、やはり自治会だと思います。自治会ではどのように工夫

されているのか聞かせていただけますか。 

堀 委 員 ・各地区で地区センターまつりという行事があります。そういっ

た地域のイベントに参加していただくことで、その地域に馴染

んでいただけると思います。 

・また、毎朝外国の子供たちが一緒にランドセルを背負って集団

登校している様子を見ていると、元気に楽しそうに学校へ行っ

ておりますので、地域に上手に溶け込んでいると感じます。 

臼 井 副 委 員 長 

 

 

 

 

 

 

・ ハローギフ・ハローワールドというイベントがあります。今年

は場所を岐阜市のメディアコスモスに移したところ、多くの団

体やキッチンカーが参加し、ホールの中ではインドネシアのダ

ンスなどの自分たちの文化をご紹介するなど、大盛況となりま

した。 

それを見たときに、岐阜県にこんなにたくさんの国際交流団

体、在住外国人がいたのかと驚きました。 
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発言者 内   容 

 

 

 

大垣もみんなが見えるところで、外国人のお祭りのようなもの

をやれると、ずいぶん感覚が変わるのではないかと感じまし

た。外国の人たちも参加していけば PR ができ、私達もその人

たちが考えていることを知ることができるのではないかと思

いました。 

大垣国際交流協会もコロナ前には外国人の方々が中心となっ

たイベントがあったと思いますが、そういったものを広げるこ

とも、在住外国人の方々と私達が繋がる方法だと感じました。 

藤 井 委 員 長 ・ 外国人市民への意識はずいぶん変わってきていますが、まだ好

意的でない方もいらっしゃる中で、こうしたイベントをやった

らどうかという意見をぜひ生かしていただきたいと思います。 

・ 日本語教育推進法もでき、技能実習生制度の廃止も議論されて

います。国も前進はしておりますが、まだまだ自治体に依存し

ている部分が大きいのではないでしょうか。とりわけ労働と教

育の部分が大きいと思っております。 

・ 教育の方は、総務省のアンケート見ても、自治体の方でもかな

り認識が強く持たれているのですが、労働に関しては、ハロー

ワークや労働基準監督署任せの部分が大きいのではないかと

思います。その役割が自治体の中で不足することによって、外

国人の深刻な労働問題が生じるのではないかと思います。ぜひ

労働面について、ハローワークと労働基準監督署任せではな

く、政策に取り組んでいただけるといいと思います。 

・ 日本語教育について、大垣国際交流協会はかなり早い段階から

やってこられたと思いますが、これから国の政策が進んでニー

ズが減ればいいですが、ニーズが大きくなる可能性もあり、そ

して来られる外国の方も変わってきているため、ニーズの中身

も変わってくる可能性があります。 

そこについてぜひ自治体の方で大垣国際交流協会や NPO の活

動の支援にも力を入れていただきたいと思います。 

臼 井 副 委 員 長 ・ いわゆるトランスジェンダーの問題は国会でもいろいろと今

審議されていますが、海外からホームステイを受け入れるとき

には、トランスジェンダーへの対応、例えばトイレなどが問題
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発言者 内   容 

となってきます。 

そういったことも、これから私達が外国の人たちとの付き合う

うえで考えていかなければならない問題だと思います。 

髙 橋 委 員 ・ 国際交流協会での外国人学生さんの受け入れの際には、日本で

のホームステイ先の家庭とのマッチングをやっておりますが、

先方からのプロフィールには男女の区分がありません。 

髙 木 委 員 ・ 初期指導教室といって、外国人生徒が初めて日本に来る児童さ

んが学ぶ教室がありますが、児童が増えています。 

可児市では、ポルトガル語とタガログ語の人数が逆転したとい

う現象があるので、大垣市でもそうなっていくのではと考えて

います。 

・ 学校現場では特別支援学級に在籍する外国にルーツを持つお

子さんも増えていますが、本当に日本語が分からないだけなの

か、それとも別の問題で分からないのかの見極めが難しくなっ

ています。 

学校の現場の先生が対応していますが、引き続き学校教育課で

も、学校の現場と一緒になって頑張っていきたいと思います。 

藤 井 委 員 長 ・ 新聞でも、特別支援学校で外国にルーツを持つ方が在籍されて

いる率が非常に高い、つまり先生方も忙しい中で見極めが難し

い現状があると報道されていました。その辺りもぜひご検討い

ただきたいと思います。 

髙 木 委 員 ・ 検査に通訳が入ることによって検査が正しく出ないときもあ

るので、そういった点も難しいところだと思っています。 

藤 井 委 員 長 ・ 外国人の高齢者も増えており、高齢者の問題も現場でいろいろ

起きているのではないかと思いますがどうでしょうか。 

山 崎 委 員 ・ 外国人の高齢者も増えていくし、介護現場で働く外国人も増え

てくると思います。日系ブラジル人の介護者もいますが、利用

者の側に抵抗があってなかなか踏み込んでケアできないとい

う問題があります。 

天 池 委 員 ・ ハローワーク大垣の利用者は、ブラジルを初めとする中南米の

方が約7割、在留資格では、定住者が半数、定住者が3割です。 

・ 外国人に限らず、日本人でもハローワークを利用される方の高
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発言者 内   容 

齢化が進んでおり、6割ぐらいが中高年齢者です。 

・ 外国人の中には、挨拶程度しか日本語を話せない方がいます。

そのため就職にまで至らないことがあり、成功率は外国籍では

ない方と比べると低いです。 

・ 希望職種を聞くと、工場で働いている外国の方との横の繋がり

もあってか、製造現場を希望される方が多いです。外国籍の方

を受け入れる会社はサービス業や建設業などにもあるのです

が、希望職種と求人のミスマッチという問題があります。 

西 村 委 員 ・ 上海の友達何人かから、日本で働きたい、子供が留学したいけ

どどうすればいいか、といったことをきかれました。日本の就

職情報や学校のことも聞かれます。インターネットなどで海外

の人に情報を提供すれば、もっと人が来るのではないでしょう

か。 

・ 私は8年間ぐらい料理教室をしています。中国の料理や文化を

教えたり、逆に日本の文化を教えてもらったりします。そうい

うイベントがあると、みんなすぐ仲良くなります。悩むことが

あっても美味しいものを作って食べると笑顔になります。うつ

病の方もいましたが、この集まりに来てから自然に良くなりま

した。 

言葉がわからないなどの理由で悩んでいる人は多いと思いま

すが、イベントで多くの人と知り合うことができれば良くなっ

ていくと思います。 

藤 井 委 員 長 ・ 孤独・孤立対策推進法が 5 月 31 日に成立しましたけれども、

そういった課題への対応が必要だというご意見だろうと思い

ます。ぜひそのあたりもこれまで以上にご検討いただければと

思います。 

臼 井 副 委 員 長 ・ 今までは日本語教育をやるときに、協立大学でずっとやってい

たのですが、留学生別科がなくなったため、今年はできません

でした。 

先日、留学生のための就職支援がテレビで取り上げられていま

した。大学のあり方が地域に与える影響はとても大きいと思い

ます。 
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発言者 内   容 

藤 井 委 員 長 ・ 本日は皆様が現場で感じておられることを、この機会に貴重な

ご意見情報として提供いただき、充実した会議になったのでは

ないかなと思います。 

宮 内 課 長 ・ 委員長、委員の皆さま、本当に貴重なご意見、具体的なご提案

をいただき、大変参考になりました。ありがとうございます。 

終了時刻：11：30 

 

以上、会議録の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

大垣市多文化共生推進会議委員                  

 

大垣市多文化共生推進会議委員                  


